
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、「セカンドライフを楽しむリフォーム」についてのお話です。  
定年退職、子供の独立、暮らしの変化に加え築年数を経た住まいも見直す時期を迎えるセカンドライフ世代。 

第二の人生を夫婦仲良く快適に、将来も安心して暮らすために「セカンドライフを楽しむリフォーム」をして

みませんか。 

 

  

【施工例】 

  
施工前 

セカンドライフ・リフォーム５つのポイント 
 
①「ゆとり」ある開放的なリビング、ダイニングを設ける。→茶の間と台所をワンフロアーに、天井を高く広々空間にする。 

②趣味を楽しめるスペースやほど良い距離感を保つ工夫。→子供室の有効活用、部屋の一角に趣味コーナーの設置。 

③メンテナンスフリーを取り入れる。→お手入れ簡単、耐久性がありメンテナンスがしやすい商品を選定する。 

④一階をバリアフリー化する。→生活主体を一階にし、要所をバリアフリー化しておくことで安心して年を重ねられます。 

⑤睡眠環境を整える。→やわらかな間接照明で壁・天井を照らす、生活スタイルが違う場合は寝室を分けることも検討。 

↑ 

築 38 年の住まい、

断熱性が良くなく、

茶の間は 6 畳と狭

い。台所からの配

膳も大変。 

和室＋玄関＋台所だったところを 26.5 畳

のワンフロアーに。やわらかな灯りの下で

好きな音楽を聴くのが楽しみとか。 (Ｓ様邸) 

 

施工前 

施工後 

  
↑和室の床を長尺シートに張替

え趣味の陶芸室に有効活用。 

 

↑押入れは襖を外し、

陶芸作品を乾燥させる

棚を造作。時間を忘れ

趣味に没頭。(Ｕ様邸) 

施工後 

施工前 

施工後 
↑ 

トイレと脱衣室入口

は開き戸で入口に

は 28mm の段差が

ありました。 

寝室からトイレ、脱

衣・洗面室までの段差はなくなり

ました。和式トイレも洋式に変え、

ドアだった全ての入口は出入りし

やすい引戸に変えました。(Ｔ様邸) 

 

施工前 
施工後 

↑ 

タイルの浴室は

お手入れ大変！ 

システムバスはお掃除

楽々、孫が来てもきれいで安心。給

湯器もエコキュートにしました。(Ｋ様邸) 

 

お気軽にお問い合わせ下さい！ 
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